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防
災
組
織
検
討
委
が
答
申
書
提
出

　
　

新
組
織
、
来
年
度
ス
タ
ー
ト
め
ざ
す

答申書を説明する各委員
 

防
災
フ
ェ
ス
に
２
５
０
人
参
加

 

　

雨
で
計
画
変
更
も
炊
き
出
し
は
実
施

 

　
　

緊
急
放
送
で
市
と
意
見
交
換

地
域
の
資
源
回
収

11
月
17
日
・
12
月
１
日

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

11
月
24
日
・
12
月
８
日

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

岡
本
町
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒

で
可
）

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

志津南ホームページ
http://waka-kusa.net

　

自
主
防
災
組
織
検
討
委
員
会

（
松
崎
大
次
郎
委
員
長
、
６
人
）

は
10
月
８
日
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
理
事
会
に
「
答
申
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

ま
ち
協
か
ら
諮
問
を
受
け
た

検
討
委
員
会
は
昨
年
11
月
か
ら

今
年
９
月
ま
で
11
か
月
間
に
わ

た
っ
て
計
22
回
に
お
よ
ぶ
会
合

を
重
ね
、
熱
心
に
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

今
回
答
申
書
を
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
今
後
の
参
考
に
と
、「
防

災
・
減
災
の
手
引
き
」
も
作
成
、

答
申
書
と
併
せ
て
提
出
し
ま
し

た
。理

事
会
は
提
出
さ
れ
た
答
申

書
に
基
づ
い
て
、
11
月
２
日
の

定
例
会
議
か
ら
検
討
を
開
始
し
、

来
年
度
か
ら
新
し
い
自
主
防
災

組
織
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答
申
書
の
概
要
は
次
の
通
り

で
す
。

一
、
各
町
内
の
自
主
防
災
会

　

▽
現
在
の
と
こ
ろ
、
町
内
会

　
　

長
・
副
会
長
・
各
班
長
が

　
　

役
員
と
な
っ
て
い
る
が
、

　
　

会
計
・
各
専
門
委
員
も
役

　
　

員
と
し
、
災
害
時
対
応
の

　
　

人
員
を
確
保
す
る
。

　

▽
活
動
の
継
続
性
を
維
持
す

　
　

る
た
め
、
前
年
度
の
町
内

　
　

会
長
は
次
年
度
の
自
主
防

　
　

災
会
総
務
班
長
と
し
て
残

　
　

る
。

　

▽
経
験
者
や
有
志
の
方
々
で

　
　

「
防
災
お
助
け
隊
」
を
編
成

　
　

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

　
　

て
複
数
年
の
職
務
を
担
っ

　
　

て
い
た
だ
く
。

自
主
防
災
委
員
会
（
太
田
吉

一
委
員
長
）
は
10
月
20
日
、
住

民
を
対
象
に
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

子
ど
も
を
含
め
約
２
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

地
震
、
津
波
は
も
と
よ
り
、

最
近
日
本
各
地
で
竜
巻
、
東
近

江
市
に
お
け
る
消
火
訓
練
時
爆

発
事
故
、
京
都
府
福
知
山
市
の

花
火
大
会
爆
発
事
故
な
ど
が
発

生
す
る
な
ど
、
自
然
災
害
や
事

故
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
の
異
常
気
象

も
か
ら
ん
で
竜
巻
や
集
中
豪
雨

に
よ
り
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し

ま
し
た
。
滋
賀
県
で
も
９
月
16

日
に
大
雨
特
別
警
報
が
出
さ
れ

　

台
風
18
号
の
大
雨
特
別
警
報

が
出
さ
れ
た
際
、
緊
急
放
送
用

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
放
送
が
町

内
の
一
部
で
、
非
常
に
聞
き
取

り
に
く
か
っ
た
と
い
う
声
が
多

数
あ
っ
た
た
め
、
ま
ち
協
役
員

が
草
津
市
危
機
管
理
課
を
訪
問
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

草
津
市
は
、
市
内
に
86
個
所

に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
、
防

災
情
報
や
緊
急
情
報
を
放
送
し

て
い
る
ほ
か
、
メ
ー
ル
配
信
、

Ｆ
Ｍ
草
津
、
広
報
車
等
に
よ
り

多
面
的
に
情
報
発
信
を
し
て
い

12
月
１
日
に
一
斉
清
掃

ま
す
。

今
回
の
聞
き
取
り
に
く
か
っ

た
と
い
う
声
に
対
し
て
は
、
草

津
市
防
災
メ
ー
ル
の
配
信
を
受

け
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
緊
急
放
送
を

流
す
方
法
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
環
境
美
化
委
員

会
は
12
月
１
日
午
前
８
時
半
か

ら
、
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

二
、
地
区
全
体
の
防
災
組
織

　

▽
自
主
防
災
会
の
連
合
組
織

　
　

と
し
、
各
町
内
の
自
主
防

　
　

災
会
会
長
の
互
選
に
よ
り

　
　

会
長
・
副
会
長
を
選
出
す

　
　

る
。

　

▽
消
防
・
警
察
等
の
防
災
経

　
　

験
者
・
有
識
者
等
、
医

　
　

師
・
看
護
師
・
土
木
・
建

　
　

築
等
の
有
資
格
者
等
の

　
　

方
々
に
委
嘱
し
、「
防
災
コ

　
　

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し

　
　

て
協
力
し
て
い
た
だ
く
。

三
、
防
災
活
動
の
推
進
主
体
は

　
　

各
町
内
の
自
主
防
災
会
で

　
　

あ
り
、
地
区
全
体
の
連
合

　
　

組
織
は
、
そ
の
補
完
・
調

　
　

整
を
行
う
こ
と
を
役
割
と

　
　

す
る
。

四
、
必
要
な
防
災
器
材
の
種
類
・

　
　

数
量
・
費
用
等
に
つ
い
て

　
　

も
提
案
し
て
い
る
の
で
、

　
　

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

　
　

い
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
自
主
防
災
委
員
会
）
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子
ど
も
会
は
10
月
13
日
、
若

草
６
丁
目
～
８
丁
目
・
岡
本
西
・

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
資
源
回
収
を

行
い
ま
し
た
。
10
月
だ
と
い
う

の
に
汗
ば
む
陽
気
で
し
た
が
、

25
名
の
子
ど
も
達
が
集
ま
っ
て

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
一
軒

一
軒
し
っ
か
り
と
回
収
し
、
全

て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
岡
本
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
は
予
定
時
間
よ
り
早
く
終
了

し
た
の
で
、
６
～
８
丁
目
の
回

収
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
子
ど
も
会
）

子
ど
も
会
が
資
源
回
収

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
住
民
の
自

主
防
災
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
行
わ
れ
た
防
災

訓
練
で
は
、
従
来
の
訓
練
事
項

以
外
に
初
め
て
避
難
訓
練
を
取

り
入
れ
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、
雨
天
の
た
め
当
初
計
画
を

縮
小
、
市
民
セ
ン
タ
ー
内
で
の

防
災
ス
ラ
イ
ド
、
子
ど
も
防
災

教
育
、
防
災
パ
ネ
ル
展
示
、
救

命
救
護
訓
練
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
参
加
者
全
員
は

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
に
初
め
て
の
炊
き
出
し

訓
練
で
調
理
さ
れ
た
食
事
を
終

え
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

雨
天
時
の
訓
練
は
経
験
が
な

く
、
困
惑
し
た
部
分
も
多
数
あ

り
ま
し
た
が
、
今
後
の
課
題
事

項
と
受
け
止
め
、
全
員
参
加
型

の
訓
練
へ
拡
大
し
て
い
き
た
い
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まち協だより

第７回理事会（平成 25 年 10 月５日）

第８回理事会（平成 25 年 10 月 19 日）

３
０
０
人
が
地
区
の
ま
つ
り
演
出

　

町
内
対
抗
は
岡
本
西
が
２
連
覇

第
９
回
志
津
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

子
ど
も
会
は
10
月
27
日
、
ロ

ク
ハ
公
園
で
５
年
生
の
リ
ー
ダ

ー
研
修
を
行
い
、
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
を
経
験
し
ま
し
た
＝
写
真
。

台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
雨
も
あ
が
り
無
事
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
体
育
振
興
委
員

会
（
榎
本
幸
生
委
員
長
）
は
10

月
６
日
、
若
草
中
央
児
童
公
園

を
会
場
に
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
を

開

催
、

約

３
０
０
人

が
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を

満
喫
し
ま

し
た
。

　

早
朝
に

雨
が
降
り
、

公
園
で
の

開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま

し

た

が
、

前
も
っ
て

公
園
の
整

備
を
し
て

５
年
生
リ
ー
ダ
ー
研
修

い
た
だ
い
た
若
寿
会
、
一
味
ク

ラ
ブ
、
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
、
各
町
の
草
刈
隊
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
熱

意
、
体
育
振
興
委
員
会
全
員
の

「
今
年
こ
そ
は
こ
の
若
草
中
央
児

童
公
園
で
」
の
願
い
が
天
に
届

い
た
の
か
、
青
空
が
広
が
る
快

晴
の
も
と
で
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
健

康
推
進
員
連
絡
協
議
会
の
「
は

つ
ら
つ
健
康
体
操
」、
環
境
美
化

委
員
会
出
題
の
「
汗
か
き
環
境

ク
イ
ズ
」、
そ
れ
に
志
津
南
公
民

館
で
活
動
す
る
若
草
セ
ラ
バ
ン

ド
ク
ラ
ブ
と
気
功
サ
ー
ク
ル
の

有
志
に
よ
る
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
」
が
加
わ
る
な
ど
、

各
種
団
体
の
協
力
を
得
た
「
地

区
の
ま
つ
り
」
ら
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ

の
み
な
さ
ん
に
は
、
入
場
行
進

か
ら
競
技
終
了
ま
で
の
長
時
間

演
奏
い
た
だ
き
、
大
い
に
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

競
技
種
目
も
、
就
学
前
児
童

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
め
る

も
の
を
用
意
し
、
お
な
じ
み
の

「
就
学
前
児
童
レ
ー
ス
」
で
は
、

新
聞
紙
の
壁
を
突
破
し
、
笑
顔

で
ゴ
ー
ル
す
る
児
童
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
自
由
参
加
種
目
で
は
、

「
飴
つ
か
み
競
争
」、「
パ
ン
食
い

競
争
」、
親
子
で
一
つ
の
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
微
笑
ま
し
い
光
景
も

あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
設
け
た
「
遠
く
へ
飛

子
ど
も
達
は
、
先
ず
ス
ー
パ

ー
「
ス
タ
ー
」
で
各
班
に
分
か

れ
食
材
を
購
入
。
班
長
さ
ん
は

電
卓
を
使
い
な
が
ら
予
算
内
に

収
ま
る
よ
う
皆
に
伝
え
ま
し
た
。

ス
タ
ー
か
ら
ロ
ク
ハ
公
園
ま

で
は
、
各
自
が
自
転
車
で
一
列

と
な
っ
て
移
動
し
ま
し
た
。

ロ
ク
ハ
公
園
で
は
、
指
導
者

ば
そ
う
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
」
に

も
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
前

方
向
や
青
空
方
向
の
い
ろ
ん
な

方
向
に
飛
ぶ
ス
リ
ッ
パ
に
歓
声

が
沸
き
ま
し
た
。

　

団
体
競
技
で
は
、「
台
の
上
に

ノ
リ
に
乗
っ
ち
ゃ
え
」、「
大
縄

跳
び
」、「
大
声
大
会
」、「
満
水

リ
レ
ー
」
の
定
番
種
目
に
加
え
、

白熱する玉入れ競技

①毎月の理事会で審議事項の積み残しが生

じているため、今月から第１土曜日の他

に、第３土曜日にも理事会を開催するこ

ととした。

②総会のあり方について

・総会は代議員で構成し、理事会構成員

　　は議決権を有しないこととする。

　・代議員は、理事就任者を除く各団体代

表者および「住民の代表」とし、「住民

の代表」は各町内会の各班から１名を

選出することとする。その選出方法は

各町内会に任せる。

　・また、総会において、代議員の中から

議事録署名人２名を選出することとし

た。　　　　　

①まちづくり行動計画特別委員会「答申書」

の内容について審議し、次の４点に絞り

込んで、今後議論を深めていくこととし

た。

　1. 役員の単年度輪番交代制の弊害の解　

　消

　2.「協働のまちづくり指標」を具体化す

　　る中期計画としての「まちづくり行動

　　計画」の策定

　3. 超高齢社会に向けた支えあいの仕組み

　　の構築

　4. 地域活動中の事故に対する「損害補償」

　　の充実

②自主防災組織検討委員会「答申書」に関

して、各町内会役員会での議論を踏まえ

て理事会で検討、来年度から新組織発足

を目指す。

午
前
と
午
後
の
二
部
制
に
し
た

「
玉
入
れ
」、
一
発
勝
負
の
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」、新
種
目
「
汗

か
き
環
境
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

中
に
は
、
応
援
旗
が
振
ら
れ

る
光
景
も
あ
り
、
選
手
と
観
客

が
一
つ
に
な
る
雰
囲
気
で
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

　

志
津
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
奥

田
和
奈
会
長
）
は
10
月
30
日
、

草
津
市
教
育
委
員
会
事
務
局
生

涯
学
習
課
の
布
施
久
幸
専
門
員

を
講
師
に
招
き
「
子
ど
も
の
現

状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
ー
に
教

育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
＝

写
真
。

　

町
対
抗
結
果
は
、
岡
本
町
西

が
昨
年
に
続
き
優
勝
、
準
優
勝

は
若
草
２
丁
目
、
第
三
位
は
若

草
４
丁
目
で
し
た
。

　

開
催
・
設
営
・
進
行
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
各
種
団
体
、
ま

た
競
技
に
参
加
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

の
指
示
に
従
い
、
班
全
員
が
助

け
合
い
な
が
ら
、
お
い
し
い
カ

レ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
煙
や
灰
で
目
が
痛
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
自
分
達
で
作

り
上
げ
、
仲
間
と
一
緒
に
食
べ

る
カ
レ
ー
の
味
は
、
大
変
さ
が

吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
格
別
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
食
べ
終
わ
っ
た
後
の

後
片
付
け
も
き
ち
ん
と
頑
張
っ

　

布
施
講
師
は
昨
年
度
ま
で
高

穂
中
学
校
で
生
活
指
導
を
担
当

し
た
経
験
を
通
し
て
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
家
庭
・
地
域
・
社

会
環
境
の
変
化
に
大
人
が
す
べ

き
こ
と
は
何
か
…
を
話
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
大
人
が
子
ど
も

の
現
状
を
知
り
、
正
し
い
知
識

と
危
険
性
を
学
び
、
子
ど
も
に

教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
調
、
受
講
者
は
改
め
て

学
校
・
家
庭
・
地
域
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
保
護
者
は
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。  

          (

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

た
子
ど
も
達
は
、
貴
重
な
経
験

を
し
た
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。こ

れ
に
先
立
ち
10
月
19
日
、

５
年
生
、
６
年
生
を
対
象
に
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
の
活
動
の
目
的
、

班
編
成
、
役
割
、
飯
盒
炊
さ
ん

な
ど
を
事
前
に
話
し
合
い
、
確

認
し
た
成
果
が
表
れ
た
も
の
と

い
え
ま
す
。　
　

（
子
ど
も
会
）
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は
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
シ
ニ
ア
講
座
活
発
に

　

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

は
平
成
18
年
志
津
南
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
中
央
公
園
の
一
角
を
「
や

す
ら
ぎ
空
間
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
」
名
づ
け
、
公
園
に
来
ら

れ
る
皆
様
が
、
や
す
ら
ぎ
や
和

み
を
感
じ
て
下
さ
る
公
園
に
し

よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
関

わ
っ
て
下
さ
り
、
現
在
11
名
で

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

定
例
活
動
日
は
、
毎
月
第
一

火
曜
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
で

す
。
７
・
８
月
は
休
み
ま
す
。

　

場
所
は
レ
ン
ガ
ポ
ッ
ト
３
個

を
含
む
中
央
公
園
横
の
花
壇
で

す
。
活
動
内
容
は
、
花
壇
の
花

の
植
替
え
、
除
草
、
花
の
手
入
れ
、

土
壌
づ
く
り
な
ど
で
す
。
水
や

り
は
週
ご
と
に
当
番
を
決
め
て

い
ま
す
。　

　

花
壇
に
植
え
ら
れ
て
い
る
花

は
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ

れ
た
も
の
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
補
助
金
で
購
入
し
た
も
の
、

市
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

５
月
と
10
月
に
は
市
か
ら
提

供
さ
れ
る
花
の
苗
を
植
え
ま
す

が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
土

壌
づ
く
り
を
工
夫
し
、
当
初
痩

せ
て
い
た
土
が
、
今
で
は
ふ
か

ふ
か
の
ミ
ミ
ズ
の
い
る
土
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
春
・
夏
・
秋
・

冬
を
通
し
て
花
壇
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
花
が
咲
き
ま
す
。

可
憐
な
山
野
草
も
た
く
さ

ん
植
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
は
、
自
分
の
出
来
る

こ
と
を
無
理
せ
ず
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
定
例
の
草
引
き
は

黙
々
と
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
花
の
植
替
え
の
時
に
は
、

花
の
組
み
合
わ
せ
や
配
置
間
隔

等
、
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
作

業
の
後
の
休
憩
で
飲
む
お
茶
は

格
別
で
す
。

　

今
年
の
夏
に
は
、
花
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
出

来
ま
し
た
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

http://waka-kusa.net/

hana/index.html

　

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
一

緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
メ
ン

バ
ー
を
募
っ
て
い
ま
す
。
中
央

公
園
「
や
す
ら
ぎ
空
間
」
の
花

壇
を
四
季
折
々
の
花
で
彩
り
、

た
く
さ
ん
の
方
が
憩
え
る
場
所

に
し
ま
せ
ん
か
！

【
問
い
合
わ
せ
】
代
表　

三
根
恵

子　

（
５
６
４
）
５
９
０
８

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
会

愛
彩
菜
を
収
穫
体
験

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
訪
問

高
島
で
「
古
今
東
西
」

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
10
月
、
シ
ニ
ア
世
代
向
け
に
「
愛
彩

菜
収
穫
体
験
＆
潮
彩
菜
定
植
見
学
」
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
聴
い

た
り
、
ま
た
、
や
す
ら
ぎ
学
級
は
神
戸
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
の
シ
ニ
ア
の
つ
ど

い
で
は
、
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
協

会
の
源
馬
英
人
・
恵
子
さ
ん
夫

妻
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
デ
ュ
オ
「
メ

オ
ッ
ト
」
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
＝

写
真
。

　

参
加
者
27
名
は｢

証
城
寺
の

　

10
月
２
日
、
シ
ニ
ア
の
つ
ど

い
は
草
津
市
下
笠
の
あ
お
ば
な

館
周
辺
で
開
催
さ
れ
12
名
が
参

加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

草
津
の
特
産
物
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
地

産
地
消
で
健
康
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
、
生
産
者
の
方
か
ら

　

や
す
ら
ぎ
学
級
は
10
月
23
日
、

受
講
生
21
名
が
「
神
戸
市
立
フ

ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
を

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
教

養
文
化
講
座
「
古
今
東
西
」
が

10
月
30
日
、
高
島
市
の
「
渋
柿

手
書
き
染　

山
本
工
房
」
と
楽

農
舎
「
な
ご
み
の
里
観
光
農
園
」

狸
ば
や
し｣

な
ど
、
息
の
合
っ

た
デ
ュ
エ
ッ
ト
演
奏
か
ら
、「
故

郷
を
離
れ
る
歌
」「
パ
リ
の
空
の

下
」
な
ど
個
性
の
際
立
つ
ソ
ロ

演
奏
、「
赤
と
ん
ぼ
」
等
の
合
唱

演
奏
な
ど
、
秋
の
曲
を
中
心
の

演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
種
類
に
よ
っ

て
伴
奏
専
用
、
和
音
、
へ
長
調
、

口
笛
風
、
ブ
ル
ー
ス
調
な
ど
音

色
も
さ
ま
ざ
ま
。
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
成
り
立
ち
、
奏
法
な
ど
の
「
よ

愛
彩
菜
（
わ
さ
び
菜
）、
潮
彩
菜

（
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
）
の
持
つ
効

果
や
調
理
法
に
つ
い
て
話
を
聞

き
な
が
ら
収
穫
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

両
野
菜
と
も
関
東
で
は
フ
レ

ン
チ
な
ど
で
人
気
の
高
級
食
材

だ
そ
う
で
す
が
、
愛
彩
菜
は
カ

ル
シ
ウ
ム
が
ホ
ウ
レ
ン
草
の
２

倍
、
鉄
は
レ
タ
ス
の
１
・
５
倍
、

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
と
の
こ
と
。

　

翌
々
日
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」

で
さ
っ
そ
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
た

っ
ぷ
り
の
愛
彩
菜
の
天
ぷ
ら
が

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
ま
し
た
。

　

同
パ
ー
ク
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
美

た
」「
ご
夫
婦
の
絆
の
感
じ
ら
れ

る
演
奏
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
馴

染
み
深
い
楽
器
で
あ
る
ハ
ー
モ

で
開
催
さ
れ
36
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

山
本
工
房
で
は
、
伝
統
工
芸

作
家
山
本
玄
匠
さ
ん
が
自
然
の

産
物
を
発
酵
さ
せ
た
様
々
な
自

然
食
品
と
「
柿
渋
」
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
染
料
を
帆
布
に
流
し
素

手
で
作
品
を
描
く
の
を
見
学
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

ま
た
楽
農
舎
で
は
、
体
に
安

全
な
作
物
を
作
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
、
と
の
お
話
の
後
、
３

種
類
の
芋
ほ
り
と
平
飼
い
さ
れ

て
い
る
鶏
舎
に
入
り
卵
拾
い
の

体
験
を
し
「
安
曇
の
恵
み
」
を

み
ん
な
で
堪
能
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

も
や
ま
話
」
も
あ
り
、
参
加
者

か
ら
は
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
世
界
、

演
奏
の
奥
深
さ
に
驚
い
た
」「
も

う
一
度
吹
い
て
み
よ
う
と
思
っ

ニ
カ
の
新
た
な
魅
力
を
再
発
見

す
る
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

し
い
建
物
＝
写
真
＝
や
庭
園
が

見
ど
こ
ろ
で
、
あ
い
に
く
の
雨

で
果
物
狩
り
や
庭
園
散
策
は
難

し
か
っ
た
も
の
の
、
回
廊
に
沿

っ
て
花
を
見
な
が
ら
園
芸
店
な

ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

モ
ン
キ
ー
シ
ョ
ー
で
は
出
演

の
お
猿
ハ
ク
君
が
３
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
竹
馬
を
の
り
こ
な
し
た

り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
ト
レ
ー

ナ
ー
と
漫
才
の
よ
う
な
や
り
と

り
を
す
る
芸
達
者
。
学
級
生
は

「
か
わ
い
い
」「
賢
い
！
」
と
笑

顔
に
な
り
、
つ
い
つ
い
お
ひ
ね

り
を
奮
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

物
産
店
で
は
ワ
イ
ン
や
プ
リ

ン
な
ど
神
戸
名
物
に
「
こ
れ
は

家
族
に
」
と
買
い
物
を
楽
し
み

ま
し
た
。



　
　
　

胃
の
痛
み
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こよみ
す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー
開
催

来
月
13
日
に

ふ
れ
あ
い
文
化
祭

志
津
南
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
実

行
委
員
会
主
催
の
「
志
津
南
ふ

れ
あ
い
文
化
祭2013

」
が
12
月

13
日
（
金
）、
14
日
（
土
）
の
２

日
間
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
文
化
祭
は
、
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
サ

ー
ク
ル
や
団
体
が
集
い
、
日
ご

ろ
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
も

の
で
す
。

▼
12
月
13
日
（
金
）
13
時
～　

　

14
日
（
土
）
15
時

　

セ
ン
タ
ー
サ
ロ
ン
お
よ
び
会

　

議
室
で
手
芸
、
書
道
、
志
津

　

南
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

　

の
作
品
を
展
示
。

▼
14
日
（
土
）
10
時
～
16
時

午
前
：
若
草
セ
ラ
バ
ン
ド
ク
ラ

ブ
（
体
験
型
発
表
）、
レ
イ
ン
ボ

ー
・
ド
リ
ー
ム
（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）

午
後
：
湖
南
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
草
扇
会
、
懐
メ
ロ
を
楽

し
む
会
（
参
加
型
合
唱
）、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
か
が
や
き
（
参

加
型
カ
ラ
オ
ケ
）

詳
細
は
広
報
く
さ
つ
12
月
１
日

号
と
と
も
に
配
布
の
「
案
内
チ

ラ
シ
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

志
津
南
地
区
青
少
年
育
成
委

員
会
主
催
の
「
す
こ
や
か
セ
ミ

ナ
ー
」
が
10
月
10
日
、
志
津
南

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
＝
写

真
。セ

ミ
ナ
ー
は
「
青
少
年
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
草
津

市
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学

習
課
の
布
施
久
幸
さ
ん
が
、
草

津
市
内
外
の
青
少
年
を
取
り
巻

く
状
況
や
問
題
と
そ
れ
へ
の
対

応
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
布
施
さ
ん
は
「

青
少
年
問
題
の
多
く
は
最
近
急

激
に
普
及
し
た
携
帯
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
入
口
と
す
る
ネ
ッ

ト
社
会
と
無
縁
で
な
く
、
そ
の

仕
組
み
や
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

青
少
年
本
人
達
だ
け
で
な
く
彼

ら
を
指
導
す
べ
き
大
人
た
ち
も

十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
問
題
だ
」
と
ネ
ッ
ト
社
会

を
よ
く
知
る
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
し
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
保
護
者
向

け
に
ネ
ッ
ト
社
会
問
題
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
習
会
等

を
開
催
す
べ
き
だ
と
の
意
見
等

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
委
員
会
で
は
こ

の
よ
う
な
意
見
を
今
後
の
活
動

に
生
か
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、

こ
の
夏
に
募
集
し
た
「
挨
拶
（

あ
い
さ
つ
）
運
動
啓
発
作
品
」

優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
の
志
津
南
小
学
校
一

年
生
・
小
川
航
輝
く
ん
を
始
め

先
月
号
の
志
津
南
ニ
ュ
ー
ス
で

発
表
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

胃
の
痛
み
は
業
種
、
仕
事
の

内
容
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
人
に

よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
誰
し
も
あ
る
程

度
の
痛
み
は
経
験
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

胃
は
心
の
鏡
だ
と
い
わ
れ
、

そ
れ
ほ
ど
感
情
の
影
響
を
受
け

や
す
い
器
官
な
の
で
す
。

　

日
本
人
に
は
胃
腸
病
が
多
い

よ
う
で
、
特
に
40
歳
以
上
の
４

人
に
１
人
は
胃
腸
病
、
十
二
指

腸
潰
瘍
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
胃
腸
の
天
敵
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
ス

ト
レ
ス
に
よ
っ
て
胃
腸
病
が
起

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
胃
腸
な
ど
の
消
化

管
は
自
律
神
経
に
よ
っ
て
支
配

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
神
経
は
、
手
足
を
動
か

す
随
意
神
経
と
違
っ
て
自
分
の

意
思
で
は
自
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
人
の
胃
腸
は
デ
リ
ケ
ー
ト

で
大
半
は
日
ご
ろ
か
ら
何
か
と

い
え
ば
胃
の
不
快
感
や
不
調
を

訴
え
た
り
、
胃
腸
薬
の
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
海
外
旅
行
な
ど
で
外

国
人
の
食
欲
の
旺
盛
さ
に
驚
か

さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、

残
念
な
が
ら
、
日
本
人
は
胃
腸

の
弱
い
種
族
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　

皆
さ
ん
は
解
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
で
す
が
、
私
が
日
常
生
活

か
ら
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
を

付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

一
、
規
則
正
し
い
生
活
と
十
分

　
　

な
睡
眠
を
心
が
け
る
こ
と

　
　

が
第
一
。

二
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ
ど

　
　

に
。

三
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
適
度

　
　

な
運
動
を
す
る
。

四
、
食
べ
物
は
極
力
刺
激
物
を

　
　

避
け
、
年
齢
に
応
じ
た
食

　
　

事
を
す
る
。

五
、
な
る
べ
く
仕
事
な
ど
は
そ

　
　

の
日
に
処
理
す
る
。

　
　

（
五
丁
目　

Ｙ
・
Ｏ
）

若
草
、
青
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ  

ア
が
調
整
池
の
草
刈
り

若
草
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
（
降
矢
義
夫
代
表
）
は

10
月
１
日
、
青
山
地
区
調
整
池

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
合

同
で
伯
母
川
調
整
池
フ
ェ
ン
ス

内
外
の
草
刈
・
低
木
剪
定
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

草
津
市
と
大
津
市
に
ま
た
が

る
伯
母
川
調
整
池
は
こ
の
池
を

管
理
す
る
県
南
部
環
境
総
合
事

務
所
が
年
１
回
草
刈
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
雑
草
の
繁
茂
と

ゴ
ミ
の
投
げ
込
み
に
よ
り
、
適

切
な
環
境
が
保
た
れ
て
い
な
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

青
山
地
区
で
は
こ
の
状
況
を

改
善
す
る
た
め
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
時
は

若
草
地
区
か
ら
も
数
名
の
方
が

参
加
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

現
在
は
青
山
地
区
単
独
の
活
動

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
青
山
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
呼
び
か
け
も
あ
り
、
若
草
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
総
勢

21
名
に
よ
る
協
働
作
業
で
し
た

が
、
終
了
後
、
全
員
で
す
っ
き

り
し
た
広
大
な
調
整
池
を
眺
め
、

満
足
感
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

同
池
は
若
草
・
青
山
地
区
住

民
の
生
活
を
守
る
大
切
な
池
で

す
。
同
池
の
環
境
保
全
と
若
草
・

青
山
の
景
観
維
持
の
た
め
に
も
、

河
川
愛
護
活
動
（
県
・
市
と
地

域
の
連
携
に
よ
る
河
川
の
維
持

管
理
活
動
）
に
参
加
し
、
今
後

も
継
続
し
た
活
動
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

28
日
か
ら
作
品
展

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

シ
ニ
ア
の
つ
ど
い
と
し
て
「
み

ん
な
の
作
品
展
」
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
趣
味

を
い
か
し
た
も
の
や
自
信
の
作

品
を
出
品
し
て
下
さ
い
。

▽
開
催　

11
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　

～
12
月
３
日(

火)

▽
会
場　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

サ
ロ
ン

▽
作
品
搬
入　

　　
　
　

11
月
19
日(

火)

　
　
　
　

～
11
月
27
日(

水)

▽
作
品
搬
出

　
　

  

　

12
月
４
日(

水)

▽
内
容　

手
作
り
作
品
や
写
真
、

　
　
　
　

絵
画
な
ど

□ 11 月 16 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：45　若草中央公園集合

□ 11 月 22 日（金）

　☆ふれあいバスツアー

　　10：00 ～ 16：00

　ボランティア「泉」

□ 11 月 23 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 11 月 26 日（火）

　★懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 11 月 27 日（水）

　☆やすらぎ学級

　　13：30 ～ 17：00

□ 11 月 30 日（土）

　★歌とお茶の会

　　13：30 ～ 16：00

□ 12 月 7 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：45　若草中央公園集合

□ 12 月 10 日（火）

　★懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 12 月 13 日（金）～ 14 日（土）

　★ふれあい文化祭

　　13：00 ～翌 15：00

□毎週金曜日　

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10:00 ～ 12:00　第五集会所

★印の会場は志津南市民センター

　（公民館）です


